
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆会長の時間        会長 中武 功見 君 

 皆様お疲れ様です。本日

も、高鍋ロータリークラブ

例会にご出席いただき誠に

ありがとうございます。心

より御礼申し上げます。 

昨日は立冬で今朝は少し

涼しいようでしたが、日中

は11月（霜月）らしからぬ

気温になっております。し

かし、来週月曜日からは一気に気温が下がり、ようやく 11

月らしくなってまいりますので、今週との気温差に、また

インフルエンザも流行しておりますので、お体くれぐれ

もご自愛いただければと思います。 

さて、先週も申し上げましたように、今月はロータリー

財団月間。それにちなみまして、本日の卓話はロータリー

財団・米山委員会の井上委員長の財団月間卓話になって

おりますので、ロータリー財団のお話は井上委員長にお

任せして、私はそのロータリー財団や米山などのロータ

リーの奉仕の一つである、『寄付』ということに焦点を当

ててお話させていただければと思います。 

よく、日本人には寄付をする文化がない、そして日本に

寄付文化が根付くのはまだまだ先のことで、当分の間は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来ないであろうと言われることが多いと思われませんか。 

これを裏付けるような調査が、昨年 2022年にイギリス

に本部のある慈善団体Charities Aid Foundationから出

されました。この調査は、「寄付をしたか？」「ボランテ

ィア活動をしたか？」「見知らぬ人を助けたか？」などの

質問に対する回答を、各国ごとに集計したものでなんで

すが、わが日本は 118位と世界ワースト 2位となってい

ます。また、少し古い資料ですが、日本ファンドレイジン

グ協会が出している「寄付白書2017」によると、日本の

個人寄付総額は 7，756億円に対して、アメリカは 30兆

6,664億円と日本の約40倍になっています。さらに、日

本の個人寄付平均額は27,013円に対し、アメリカは 1，

155ドル。1ドル150円とすると173,250円で、日本の約

6倍となっています。寄付金額から、寄付をした割合に代

えるチャリティエイド財団のインタビュー調査では、直

近 1 ヶ月以内にチャリティ団体に寄付をした人の割合は

アメリカが63％、日本は23％で、アメリカの方が習慣的

に寄付をしていることが分かります。 

 1905 年、禁酒法でギャングがはびこるアメリカのシカ

ゴでロータリークラブが誕生し、ライオンズクラブ・ソロ

プチミスト・青年会議所などが立て続けに創設された背

景には、このような寄付に対する文化が習慣化されてい

たからだと思われます。ちなみに、ロータリークラブでは

ロータリー財団と米山という大きな柱があり、ライオン

ズには「奉仕に力を」資金と災害援助資金があり、ソロプ

チミストにもソロプチミスト財団があり、青年会議所に
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高鍋ロータリークラブテーマ 

『明るく居心地の良いクラブから、希望の種子を』 

第2730地区ガバナー      池ノ上  克 

中部グループガバナー補佐    長 嶺 貴 臣 

RI会長テーマ 

『世界に希望を生み出そう』 

第2730地区テーマ 『平和を求め、希望あふれる、 

明るいロータリーライフを進めよう』 

11月の月間テーマ  

  ロータリー財団月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．点   鐘 

10．  

11． 

  

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

   我らの生業 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内 

  ＊会員卓話―長谷川修身君、岡島達雄君 

＊ポリオ BOX 

  ＊例会終了後プログラム委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次週 11月 23日（木）は祝日の為例会は休会です。 

次週例会案内；11月 30日（第 2276回） 

  ＊内外卓話―甲斐宏昌君、福岡直樹君 

＊100万㌦ランチ BOX 

第 2274回 例会内容（11/9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



も同様に JCI 財団があります。これらの代表的な 4 つの

ボランタリーチェーン・チャリティー（慈善）団体は、す

べてがアメリカ発祥のものです。それでは、本当に「日本

人には寄付をする文化がない、そして日本に寄付文化が

根付くのはまだまだ先のことで、当分の間は来ない。」と

言い切れるのでしょうか。日本の歴史を紐解いてみると、

飛鳥時代の仏教伝来とともに托鉢の文化が輸入されたと

されています。托鉢とはお椀を持っているお坊さんへ、食

べ物や金銭を寄付するものですよね。先週お話したタイ

の片田舎ウドンタニ―にも、黄色い袈裟懸けの衣の仏教

僧が沢山いて、村の人たちが食べ物やお金を入れていま

した。日本では、最近はあまりお見掛けいたしませんが、

昔は玄関先や人通りの多い商店街などで托鉢をするお坊

さんを見かけましたよね。ちょっと、話がそれてしまいま

したので、再び歴史の話に戻しますと、奈良時代になりま

すと、仏教僧が率先して民間から奉加（ほうが）と呼ばれ

る寄付集めを行い、地域の治水工事などを行ったという

記録が残っています。さらに江戸時代には商人たちが寄

付を出し合って、橋が建設されたり、子どもたちに教育の

場を与える寺子屋が盛んに開かれたりと、慈善活動や後

進育成のために資金や時間を提供する文化が根付いてい

ました。それが明治期に入って国が政策を定め、地方自治

体がそれに従う中央集権体制となったことで、「福祉や教

育をはじめとする公共的なサービスは行政がやるべきも

の」という意識が植え付けられ、それまであった「自分た

ちの地域は自分たちが良くするもの」という意識が失わ

れていったと考えられています。その時代の変化ととも

に寄付文化も変わってしまう頃に、活躍した慈善事業家

の一人が石井十次です。皆様もよくご存じのように、石井

十次は孤児院の資金集めの方法として「音楽幻燈隊」を編

成し、孤児院の様子を活動写真とともに音楽で伝え、最後

に寄付金を募る演奏旅行を日本国内はもちろん、朝鮮半

島、中国、香港、台湾、遠くはハワイ、アメリカ西海岸ま

で行っていました。これらのように、「日本人には寄付を

する文化がない。」とは、言い切ることはできないと思い

ませんか。ロータリーもしかりライオンズもしかり、その

他さまざまな団体や NPO なども、寄付により様々な活動

を行っています。2011年 3月 11日、死者 1万 5,895人、

行方不明者 2,539 人という未曽有の大災害が東日本を襲

いました。この大災害の時には、ボランティア精神が急速

に高まり、日本人の実に 68.6％もの人が寄付を実行し個

人寄付推計総額は1兆182億円にも上りました。また、そ

の後の寄付税制の改善や、クラウドファンディングの隆

盛により、日本の寄付の文化は少しずつ成長をしていま

す。ちなみに、2020年現在では個人寄付総計は 1兆2,126

億円、寄付者数 4,352万人、寄付者率 44.1％になってい

ます。と、いうことで、今月はロータリー財団月間にちな

み、財団及び米山奨学会などにも是非ともご協力いただ

ければと思います。その他にも、これから年末にかけて赤

い羽根共同募金も始まります。地元のスポーツチームや、

お気に入りのアーティストを応援するような気軽さで、

寄付を行う文化が根付くことを願いたいと思います。 

それでは、本日もこの例会が、少しでも皆様方の入りて

学ぶ機会になれればと思います。どうぞ最後までロータ

リーをお楽しみください。 

 

☆幹事報告＜文書案内＞  副幹事 甲斐 宏昌 君 

＊第9期RLI-2730パートⅢ 

 のご案内（〆切11/30） 

日時 2023年12月17日 

    9：15～15：30 

 場所 学校法人豊栄学園 

    都城東高校 

 テキスト代 1,000円 

 昼食代 1,000円 

＊中部グループ会長幹事会のご案内（〆切 11/29） 

 日時 2023年12月13日（水）18：30～ 

 場所 ホテルマリックス2F   会費 7,000円 

＊シンガポール国際大会参加旅行のご案内 

 日程 2024年5月26日～29日 

 

☆ロータリー財団月間卓話    財団委員長 

井上 博功 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 岩切 一浩 君 

＜ニコニコ・財団・米山 BOX＞ 

【中武功見君】ロータリー財団月 

間に因み。井上委員長本日の 

月間卓話よろしくお願いし 

ます。 

【岩切一浩君】おかげさまで県大 

会見事優勝することができ 

ました。次はJA杯九州大会 

です。てっぺんをとれるよう頑張ります。 

 

☆出席報告      出席委員 長濵  博 君 

 

 

出席状況（11/9） 

会  員  数 41 名 

出 席 会 員 数 32 名 

ホーム出席率 80.00％ 

前々回修正出席率 85.00％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

高鍋 RC歯車会のご案内 

   日 時  2024年1月7日（日） 

                10：00集合 10：32スタート 

   場 所  座論梅ＧＣ 

   参加費  2,000円 

 

     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

夜間例会＆新年会のご案内 

   日時  2024年1月11日（木）点鐘 18：30 

   場所  ホテル四季亭 2F 

   会費  5,000円 

 

親睦活動委員会 

 

 

 

 

四つのテスト  

    言行はこれに照らしてから 

     １、真実かどうか 

     ２、みんなに公平か 

     ３、好意と友情を深めるか 

     ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 

奉仕部門  

ロータリーの目的に基づく奉仕部門は、ロータリーの精

神的な礎でありクラブ活動がよりどころとする基盤です 

 

• クラブ奉仕 は、親睦活動とクラブの機能を充実させる

ことを主眼とします。  

• 職業奉仕 は、ロータリアンが自らの職業を通じて人々

に奉仕し、高い道徳水準を実践することを奨励します。 

• 社会奉仕 は、地域社会の人々の生活の質を向上させる

ためにクラブが行うプロジェクトや活動です。  

• 国際奉仕 は、世界中におけるロータリーの人道的な活

動を広げ世界理解と平和を推進する活動を含んでいま

す。  

• 青少年奉仕 は、指導力養成活動、奉仕プロジェクト、

交換プログラムを通じて、青少年と若者による好ましい

変化をもたらすものです。  

 

 

ロータリアンの行動規範 

  ロータリアンが使用するために次の行動規範が採択 

  された。 

  ロータリアンとして、私は以下のように行動する。 

1） 個人として、また事業において、高潔さと高い倫理 

   基準をもって行動する。 

2） 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業 

   に対して尊重の念をもって接する。 

3） 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、 

   特別なニーズを抱える人びとを助け、地域社会や世 

   界中の人びとの生活の質を高める。 

4） ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすよ 

   うな言動は避ける。 

5） ロータリーの会合、行事、および活動においてハラ 

   スメントのない環境を維持することを支援し、ハラ 

   スメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報 

   告した人への報復が起こらないよう確認する 

 

『メ－クアップしましょう』 

中部グループ各クラブメ－クアップ会場 

 出席委員会 

月 
宮崎南 宮崎観光ホテル 

宮崎東 ニューウェルシティー宮崎 

火 

宮崎 宮崎観光ホテル 

西都 あかのや 

宮崎アカデミー 宮崎大学地域デザイン棟 （第2・第4） 

水 
宮崎北 宮崎観光ホテル 

佐土原 ワールドコンペンションセンターサミット 

木 宮崎中央 ワールドコンペンションセンターサミット 

金 宮崎西 宮崎観光ホテル 

 

 

ピアノ演奏  

森幸子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー 

多賀学昭君 

 

 

 

 

 

 

 

本日の食事 

 

 

 

 

 
テーブルの花 

 

 

 

 

http://www.rotary.org/ja/serviceandfellowship/startaproject/avenuesofservice/pages/ridefault.aspx

